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｜｜以 － ー
月先 ノ、 態 フ 1昔前 ーー 三／ ヲ

プ シ 態鎖 ヲ JV ヒ 査 刀三 プ 以

本 プ ヲ 嚢 見 ，、、
7 匝 ..:;;t 南 ア

報鉱 ナ ヲ JV キ 廃域 カ 匹［ 明
文 層シ ナ 一 モ ク 内 鎖 女日 ーー ナ

ーー 銀；i稼 ミ／ 或 ノ 分 － ー 一 "" 
傾 ブ

l 於嚢行其 JV ノ、 ;{fi 於 地 サ

ブ ノ 一 上場千 セ ケ 盤E
床

質 ス JV 

I J、 延堪 下令枚 リ JV 床 関 JV .:(: 

各 長 J、、 盤 ーー ;'/;- 然硫 ノ 係 ヲ 大
露 1!11':'; サ ，，、 ，，、 質 v イ七 P式 ヲ 以 瀧
頭形 JV 鎖央 車内 ト 犠 有ー 4ヰ プ 阿ーI
ーー M:A: 事染雑版 よE ＿，、 肢 タ 此 近
就等 ア セ 物岩和、極 台芭 ') 等 ヨ

プ ノ仁I、 リ フ 少 濃 ア ヲ リ

ノ 一 プ /V ク ーー 集 l 微 東 以
1 ミ局：：！t 全 %i!' セ 量 部西
｜詳古15 線事 ク 陪 JV ナ ーー 長掛
連ェ括ア 硫文部 v 布 浮
セ i；民 的 リ イ七 ，，、 分 ト 前 上
ン ア 百巴 或 鍛 ~Ji'i ：又 そ Jえ 流

ιJ 述 J、 ノ ？定 ノ、 古 JV 一
ス プ i主l1(-二 、、、 設生 古

言r&・ 到I ク ヨ ナ 集 府 生
知 ナ 千 リ リ 三三、J， ノ 府 プ

~ /V 枚 h文 プ プ 各 ノ 露
プ n JV 右 硫岩 上 出
1ノ 且質規イi： 化石 苦IS フ、

七 タ オミ ホii Hリ ヨ、 銭 ヲ ト ／レ

JV タ 板 u: ~la ~；；；亙 見 f也
ノ f~~ 岩 シ 石床 シ ｛故 ！菅
、 ~fi'i 中 キ ／ 其 シ J，、

十 7f二 ーー 犠 i良 v 層 弟‘ ｛衣

JV 充 ~j,~ 医rtt プ I司 二二 字｝と

ヲ )]- 染又！｜犬 見 ー 闘
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Fヂ，＞；｛~ 疋，，王， － ー
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皆
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ブ 三ζ ヲ v 導

ノ JV JV 床 禍褐 1＇王I 方言 セ
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度本 都； リ 更其 ノ、 ノ、 危 J主 シ ケ
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並 ノ JV 及 童 ＿；，、 、 JV ，、、 女日 JV .A 見

ヨ 褐 露 其． J、 本 小結 キ k二 後 司と ヲ
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琴褐 鍛 佐 制i 沿 ノ 見 於 JV
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女日 々 件様 JV プ 中 ’E プ

シ ホI」i Jえ 岩千其 ーー JV 且
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頭幅頭ア 頭頭北頭 探鎖重競
(8）二（）南（tj) (5）十（4) 鏑 ユ引自主 ノ、 坑。西 度 準 －＇・、 誤lj 地

米 J、 ーー 2、 －＇，、 西川 捗 六定並

禍乃褐三千千傾桂 ジ 披ノ議｜

（四）銭 至 銭 十 枚 枚 現 化 タ 坑平面

鉱 鏑 度 岩 岩 国 セ JV 口 均上
壁 ーー 五 ーー 傾質質 I有 Fレr ｛麦 ヨ f直二

ノ

シ米 シ梨赤~~粘西千 鏡 リ四六津
ーー ア － ー

ア ス板板八枚 睡東 コ O
於其 シ北 岩岩十岩 ーー ーー 五 O
ケ 延 ；F 四 ノ ーー 皮質 曾 filj ヲ 米
JV 長其十 表褐乃粘 .A J、、 取迄
露傾走五 而銭至板 v ；•〆 v 連

頭斜向度 ノ 鏡直岩 ，，、 露 J、績

第明ニ商 一 ノ 立 ーー 更頭其ス
八 ナ 沼 ノ 音IS 錬ス ミノ ーー ノ 推 JV

九 7 ヒ 走 分染 ア 増延定 毛

十 サ 略向 多 _7;、 其 大長埋 ノ

間 v 四 ヲ 少 JV 表 _7; ヲ 減 ト

参 十取 千品 ーー 面 ，、、 算鋭 シ
日召 毛 米 リ 銭過 －＞、 キ 入 量 ア

大 ノ 南 宮；i
"" 一一 モ セ －＇，、 主主

ナ 問 西 化 _7; 一 ノ サ 一間一
フ 迫 ーー フ、 米 ナ JV 一fど・ド1 ノ

サ跡六 走 ノ ヲ ヲ 一 一
JV ；；λ ート f11] 問 ト 以千十
モ JV 度 ，，、 千品 3ζ プ 七米

間

ノ ヲ 傾 ;ft 鎗
，.－、
以此 百 ヲ

、 得奈｝ 四 錨 下方噸取
主日 .A 十 鍍 第商除 9 
シ ヰ三 度 7染 一 ーー ト 鋸

路日当 四 .A 版於 ナ石

頭 ーー 走 参 ケ ノV ノ、
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四

へ露千表下幾走坑約於ト鍵

ス頭 百 下 流 米 向 側七アモ床
(3）噸ノニ迄ニ壁十 J、鍵ノ

飴 深 表 蓮 浩 二米三化延
J、トサ J、痕ア現ノ十梢長

払5 褐ナヲノν スア J、間米多及

銭 JV 二 、 JV 餐 ν 遣以キ延

鍍 十モヤ化シ 跡西モ長

鍍 ニ 米ノ現ナ錆ス J、ノニ

シ トト在キ屠 JV 坑、活

ア シノユモ中 ヲ 目 立 日 ア

壁 ア高於ノ比得ノジ鏡

話 銭低アト較ぷ西霊長床

ー 畳 ノハシ的壁二床ノ

競 ヲ 差 明 ア 建議二ノ麓
坑 計 v、ナ b 化露十延化

道 算少ラ J 少頭米長 J、

ノ スクサ f キ（2）ニノ探

曾 JV モ v fモニシ地鏡

セ ニニトノノ於ア表準
}V b 十モ鏡トケ津ニ捗

硫 J 米二量認 JV ヲ於セ

化 f ァ競ヲメ鍍横アサ
銭 1、リ坑計ラ床 9 認 JV

J、 ノ故地算 JV ノ津メヲ

其 推 ユ並 セ・延ノラ以

幅 定主主トン b 長北 JV ア

薄 埋 ニ硫 ト J ヲ岸、断
ク 藤於化ス f 百ニ J、言

シ 鎖ア鍛錬 J、 米 浩 二 ス

ア 量 J、 露 床 カトア競 JV

稼 J、鉱：頭ノ偲シア坑ヲ

行 三 床ノ地リ又西以得

ニ 寓ノ壁 表ニ二準東サ
ノ

堪 九地津下其競 シ ニ v



十 ア 露頭時ノv （ー） ヲ ノ 誤I] 前
米未 頭 （2) J、 、 金（二）（ー）金列持 三毛 連
下知（2） ノ 硫硫掘 掘 言 巴 来 JV セ

位 ナ ノ 褐 化化 揮露 露津 セ ーー 一 JV 

ー JV 下 鍛銭銭露頭頭露 ン 調資如
ア 露 部 鏡 J、 ノ 頭 （2) (z） 頭 ト ス ?. ク

JV 頭 ーー カ 千 賦（2) ノノ（1）ス JV JV 調
五（2）於鏡枚存 J、 延 下 （2) 探 モ 査
競 ノ ア 層岩肢禍長部 ーー 鍍 ノ 匝

坑 下濃般質態銭 ヲ 一 華ま ノ 少域
ヲ 部集 ヲ キ占 ヲ 鍍知 於 フ、 方 キ 内
掘 J、 シ ナ板地 ーー JV ケ JV 針 ヲ ーー

盤 充 以 シ岩表 ミ／ 事ノレ 探 多以於
セ 分 7 ア 中 ヨ プ 硫鍍 ク ア ケ
シ 探 カ 膨 ーー リ 硫 化 ア 正 Fレ
メ 鍍 、 大 散推 化 銭 v 確既
タ ノ JV ナ 在測鎮 鎮 ト ーー 往
JV 債禍 JV シ 二え ~，、 床 モ 田 ノ

一 値錨露稼 JV 直 ノ 就老探
未 ア 鍍頭行 ヲ 接 賦 中鏑鏡
タ 1) 露 ヲ 一 得露 存 念 111 ~，、

硫是頭ナ 堪 サ 出 斌 務 ヲ 鍍
化 ーー ヲ コ九 ，、、 v セ 態 ナ 評床
鍛由 成 J、 サ ト サ ヲ ') 債 ノ
ノ プ 二え 此 JV 毛 JV 採 ト Jえ 賦
酸本 ーー ノ ζE 露馬 求 盟、 JV 存
化官 ア 淵 ノ 頭 メ ，ス 惟 事 直
；智子 ノ、 ア 按； 、 (1）其 JV セ 能域
ヲ 第． サ ト ま日 ヨ 下 事 フ ＿，、 並
脱四 JV r シ リ 部 JV ？.、 ーー
セ 競 カ ノV 然之 ーー 、 故 其
ス 坑現硫 レ ヲ 埋 モ ーー 塾
シ ヨ 在化 } 推臓 ノ 本 化
プ ヲ ーー 銭モ ス セ 、 鍍 ヲ

褐約於 カ 露 JV フ 、、、 JJ~ 推
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（二）鎮ヵ更如者ノハヨトヲ地ヲ銭

若床 (1）ユク. ~、二現リ思以並開鏡

シ J、（2） 露鏡掘法在北惟ァ 露 軍 喜 ニ

露悲問頭染進アノニセ硫 面 セ 曾
頭観 J、（さ）紋延 9 二十ラ｛と上シシ

(2）ス（1） ノ態尺前焼度 v 銭三メ硫

ノヘノ下ニ前者坑衷且 鏡 三 ン 化

下ク如部ア者 J、引二既床五ト銭

部探クヲリニ拘立競設ノ O スノ

ノ鎖鎌探ト比四ヨ境坑酸米金員
探 J、染鋸モシ十リ掘道化~描相
鍍一般ス之略米異、進二準四津ヲ

ノ時態 JV ヲ宇内東方十ヲ競 二窺

結中ニノ以ナタ七ユ号 七挽坑競知
果止ア必ア v 後掘ニ米 ジ 地 域 ス
硫シヲ要 金 ト 者 、 進 掘 ア硫並ノ、 JV

化ァトア掘モ J、 ジ 、進利 f七議銃事

銭期思九津若約アシ用銭面ニヲ
ノヲ惟前ノシ二露アジノヒ二得

富見ス者．硫硫十頭四得賦三十サ
鍍 JV JV ニ化 f七五（I） 競 Jν 存一七ヲ

部 ヲ モ シ銭銭米（る坑ノ扶 O 米シ

ヲ可大ア鏡鋸内ノ下利態。迄ヲ

見ト謀鏡床床外中部アヲ~掘以
出ス少染ヲカ ュ 問 ニ リ知ヨ、進ア

シ ク肢悲（1）シニ於掘 1V リシ更

タ 従 態観（2）ア於ア進 ニ 二 ア ニ

JV アノスノ鏡ア鏡方充十中下

時 金硫 JV 問床鏡床向分五止位
J、 掘化 J、ニニ床ニハナ米セヨ

露 津銭早於舎ニ曾二 JV 下ラリ

頭 ノニ計アス曾ス鏡深位 JV 探
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The Kamioka Mine in Kamioka-mura, Fntaba County, in the 

Prefecもureof Fukushima. 

BY 

Ro KURδE:rMURA, Geologist. 

The Kamioka Mine is situated on出eeasもernslope of Mt. 

K乱maishi,about 308 meters high, and lies abou七七hreemiles north-

wesむofTomioka on七heJoban line. The mining district i邑chiefly

composed of arnphiboli蛇 inもhewestern parもandof graniもein出e

e乱S七ern.

Numerous ou七cropsof七hedepos1七 havebeen explored and 

examined, and six, probably of conぬctmetamorphic origin, have 

been provedもooccur in lenticular form or in s七ockrnostly in amphi-

bolite in con同ctwith grani肱 Thelarges七hasa leng出 ofabou七75

me七ersalongもhenor七h-souths位ike,wi七han average thickness of 

15.2 me七ers. The oもherfive are less important, being shor七乱nd

七hin,and of inferior qualiもy.

The ore consis七schiefly of magne七itewi山 chalcopyrite,pyri七e,

and quartz, associated wi七hcon臼ctminerals such as pyroxene, ilvate, 

apatite, and epidote，七beaverage iron con七entbeing 40-50 per cent. 

The mine has been worked from 1917 to 1920, the七otalproduc-

もionofもbeore乱血OU凶 ingも035,695もons.
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The Pyri七eDeposits of the Taro Mine in the Prefecture 

of Iwate. 

BY 

KrMIO UEMURA, Geologist. 

The TarδMine is si七ua七eaabou七七hreemiles northeast of Tarδ， 

a small village, in the Prefecture of Iwate, and on位iePacific coa品．

The area consis七sof Palreozoic claysla七e,sandstone, phylli七e

and quartzi七ewhich has a strike NW-SE, wi位la steep inclination 

七ow乱rdthe S.W. and h乱sbeen intruded by grani七e,orthophyre, and 

lamprophyre. The Palreozoic rocks are often metamorphosed and 

con句ctminerals such as cordieri七e,garne七， e七c.are no七iceable.

The pyriもedeposi七soccur in the phylli七eand rather large ore-

bodies have been七racedand explored in Kaneborizawa, Tozawa, and 

K乱benosawa. A七ornear七hesurfaceもhepynもehas usually oxidized 

in Lo limom胞， of七enforming large gossan. 

AもKaneborizawa乱nore-body, varying in wi<l出 from 1.1も0

6.15 meters, and forming a series of connected lenses, has been七raced

for a dis胞nceof 50 meters along出estrike. At Tozawa ore-body 

crops out atもwoplaces. Aもone・place i七hasa dip of 30° N.E. and 

isもraceablefor 40 metera wi七han average仕iicknessof 2.7 meters. 

The o七herlies abou七130meters wes七of出eformer and is often cu七

by faul七sso th叫 ithas only with di飴cul七ybeenもracedeven for a 

distance of 30 meters. Its width seemsもoexceed 2.6 meters. 

At Kabenosawa生lodesof a thickness of 0.75, 0.95, 0.85, and 

0.35 meters respectively have been recognized in七headi七. They 

自白：ikefrom N.羽T.to S.E. wiもha dip 40。s.羽T.and may be七raced

forぬOUも100meters along七hatstrike. 
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The ore is composed essenもiallyof an aggregate of fine or medium 

pyrite Wl七ha small quanti七yof gangue miner8'ls, such as quartz ancl 

cl乱yancl carries from 46七o53 per cent of sulphur, 
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